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１月28日(土)
午前９時30分～午後３時30分

2,000円(昼食代、入浴料込み)

先着30人

小学生以上が対象です(小学生は保護者同
伴で)。午前は岩見川流域の殿渕・伏伸

ふの し

の
滝周辺、午後は岩見ダム湖周辺を散策。
散策の後は、ユフォーレの温泉でゆっく
り温まりましょう。かんじき、スノーシ
ューのあるかたはお持ちください。

12月19日�から、
あきた山の學校tel(883)2032

ユフォーレtel(884)2111
(受付時間:午前10時～午後４時)

申し込み

講演や交流懇親会など。どなたでも参加でき
ます。懇親会に参加する場合は会費2,000円。
直接会場へどうぞ。

事務局の二木賢さんtel(883)2265
または船木善信さんtel(884)2316

ユフォーレ集合

11団体(応募多数の場合は抽選)

参加料

１/28
(土)

１月17日(火)～27日(金)の11日間

１月15日(日)午前９時30分から、河辺
総合福祉交流センターで。
※責任者は必ず出席してください

募集団体数

製作期間

説明会

表彰
優勝３万円、準優勝２万円ほか、入賞
者には賞金があります。

１月21日(土)～29日(日)の９日間

１月15日(日)午前11時から、河辺総
合福祉交流センターで

活動期間

説明会

その他
報酬はありません。
交通費は自己負担です

来月１月28日(土)に、恒例の「秋田・
河辺冬まつり」を河辺総合福祉交流セ
ンターで開催します。あなたの手で、
まつりを盛り上げませんか！

河辺市民センター産業班tel(882)5162

申し込み
１月12日(木)まで実行委員会の

後藤悟さんtel(882)4578
または豊嶋一穂さんtel(882)2021

申し込み
１月12日(木)まで
実行委員会の後藤悟さんtel(882)4578
または豊嶋一穂さんtel(882)2021

会場での雪灯籠
どうろう

やミニかまくらの制作、当
日のイベント運営などをお手伝いしてくださ
るボランティアを募集します。
個人または団体でお申し込みください。18

歳未満のかたは保護者の同意が必要です。

テーマ アニメキャラクターを作ろう！

２㍍×２㍍×２㍍の雪塊から作りますサイズ

定　員

問い合わせ

河辺市民センター、雄和市民セン
ターは、地域のみなさんに支えら
れて来月１周年を迎えます。これ
を記念してイベントを開催！　
ぜひご参加ください。
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岩見三内地区新春のつどい
１月15日(日)午後１時30分～
岩見三内地区コミュニティセンター
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１周年！
市民センター

合併からの１年間を、河辺・雄和のイ
ベントを中心に写真で振り返ります。

１月11日(水)～31日(火)
河辺市民センター１階ホール
雄和市民センター１階ホール

１周年
記念
写真展

問い合わせ

▼



直筆の草稿など、
貴重な資料の寄贈

石井露月資料室に
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雄和図書館２階にある石井露月資料室に、石井
露月研究会の工藤一紘会長から、貴重な資料の寄
贈がありました。
寄贈いただいた資料はいずれも、当時、露月と

親交のあった、赤川菊村(ジャーナリスト)、磯崎
夏樹(俳人)、貝塚静薫(俳人)のご遺族からの提供に
よるもので、郷土の俳人として、露月の功績がし
のばれる興味深い資料の数々です。観覧希望のか
たは、雄和図書館の受付でお話しください。

寄贈品一覧

石井露月資料室
(雄和市民センター隣り
雄和図書館２階)
tel(886)2853

【赤川家所蔵】軸装３本、俳句誌「俳星」および合冊本94冊
【貝塚家所蔵】句稿三葉表装掛軸１本
【磯崎家所蔵】露月「雲　」草稿２冊
草苑１冊

★ゆうわスポーツフェスティバル★

雪中キック三角ベースボール大会
雪に負けずに、キックベース(三角ベース)

を楽しもう。雄和地域20チーム、他
地域４チームを募集します。１チー
ム10人以内。応募多数の場合は抽選。

秋田市体育協会(八橋球技場内)にある申込用
紙に必要事項を書いて、12月26日(月)まで、
〒010-1221雄和平沢字田中22-1 ゆうわスポ
ーツフェスティバル実行委員会事務局の牧野
さんへ。tel(886)2593

申し込み・問い合わせ

と　き　２月５日(日)午前８時30分～
ところ　雄和花の森野球場、雄和中学校グラウンド
参加料　１チーム3,000円

■冷蔵庫は７割程度に 冷蔵庫に詰め込み過ぎ
ると冷却効果が低下し、食中毒菌が増殖しやす
くなります。収納は７割程度にし、冷風が行き
わたるようにしましょう。

①つけない…十分な手洗い、食材や調理器具の
洗浄消毒を徹底しましょう。

■食品の表示は必ず確認を 賞味期限、保存方
法などの表示は、その食品の大切な情報源。し
っかり確認し、表示に合った取り扱いを。

■冬場でも油断禁物！ 暖かい家の中は、食中
毒菌が増殖しやすい環境。調理品は早めに食べ、
残った食品は冷蔵庫に保管し、食べるときは再
加熱を忘れずに。あやしいときは、思い切って
捨てましょう。

年末やお正月は、たくさんの食品を購入し、
長期間保存する機会が増えます。
次のことに気をつけて、食中毒を防ぎましょう。

衛生検査課食品衛生担当tel(883)1181

年末年始は
食中毒ゼロに！

食中毒予防の３原則

②増やさない…食材の適切な冷蔵・
冷凍を心がけ、調理品は室温に放置
せず、早めに食べましょう。

③やっつける…食材は中心部まで十分に加熱し
ましょう。冬場に多いノロウイルス食中毒は、
カキなどの二枚貝の生食が原因になることも。
しっかり火を通してから食べましょう。
調理器具は洗浄後、熱湯や塩素系漂白剤な

どで消毒し、食中毒の予防に心がけましょう。

35年にわたりご愛顧いただいた、田沢湖高原
にある市の保養所「たつこ荘」が来年３月31日を
もって閉所します。
閉所までのあいだ、市の職員以外のかたでも、

温泉、季節料理などが手軽な料金で楽しめます。
ぜひご利用ください。水曜日定休。

保養所
「たつこ荘」が
閉所します

申し込み
問い合わせ

市職員互助会tel(866)2291
たつこ荘tel0187(46)2444

大人5,700円　小学生3,950円　料金(１泊２食)

問い合わせ

食中毒菌を

＊２月・３月は、さらに1,000円割引！
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